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研究成果の概要（和文）： 
 研究期間 2009-2012 年の間に 3 回 40 日間程度、南千島での現地生物種調査を行った。上陸

した島は色丹島、国後島、択捉島の３島で、主に維管束植物、哺乳類、魚類、貝類、キノコ類、

海藻類の現状を調査した。維管束植物では在来生態系に影響を及ぼしかねない多くの外来種を

確認したが、他の生物種では在来生態系に大きな影響を及ぼすような外来種は確認されなかっ

た。5 本の学術論文と 1 本の調査報告書を印刷公表した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We carried out the field research on the southern Kuril Islands for 40 days at three 
times during the research period from 2009 to 2012. We landed on the Islands of 
Shikotan, Kunashir, and Iturup, and the present conditions of the vascular plants,  
mammals, fishes, shellfishes, mushrooms, sea algae were mainly studied. We observed 
many vascular plants which can have a bad influence upon the natural island 
ecosystems, but so many alien species other than vascular plants could not be found on 
these islands. Five scientific papers and one research report were published. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 千島列島は第二次大戦前の 75 年間にわ
たって日本の領土であり、生物相研究が活発
に行われた地域である。戦後は日・米・ロに
よる国際共同調査が行われ、申請者らが生物
相調査の成果を発表している。 
 

(2) 該当地域には戦後ロシア人が入植し、活
発な経済活動に伴う、在来生態系への影響が
起きつつある。そこで希少種・絶滅危惧種の
実態調査と、在来生態系にインパクトを与え
る外来生物種の現状調査を行うことを考え
た。 
 

機関番号：１０１０１ 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2009～2012   

課題番号：２１４０５００９ 

研究課題名（和文） 南千島における絶滅危惧種・外来生物種の現状調査 

                     

研究課題名（英文） Research on the present condition of endangered and alien species 

 in the southern Kuril Islands. 

研究代表者 

高橋 英樹 （TAKAHASHI HIDEKI） 

北海道大学・総合博物館・教授 

 研究者番号： 70142700 

 



(3) 世界遺産知床半島との関連も踏まえ、特
に北方四島を含む南千島において、日ロの研
究者による共同の現状調査を行い、その対策
を練ることが必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 北方四島を含む南千島において、維管束植
物・哺乳類・魚類・貝類・キノコ類・海藻類
などさまざまな生物群に属する希少種・絶滅
危惧種と外来生物種の緊急実態調査（産地、
個体数、年齢構成、遺伝調査など）を行い、
現状を把握する。必要に応じて対策を提案す
る。 
 
３．研究の方法 
 日本とロシアによる該当地での生物相調
査、特にレッドデータブックと外来生物リス
トの文献を整理し、調査場所や対象種を絞る。
これらに基づき、現地踏査による実態調査
（生物種の個体数等の記録、位置情報・生態
写真記録、試料採取）を行い現状把握を行う。
また調査地域や調査期間が制限される可能
性があるので、現地での聞き取り調査も併せ
て行うこととした。 
 
４．研究成果 
 (1) 希少種・絶滅危惧種（維管束植物） 
色丹島ではウルップソウ、キンロバイ、カ

タオカソウなどの稀少植物群落を確認した。
一方で、チシマルリソウやチシマウスユキソ
ウの個体数は限られており、絶滅が危惧され
る。国後島古釜布湿原ではネムロホシクサを
確認し、また国後島の汽水域ではアッケシソ
ウ、エゾハコベを、水生植物としてネムロコ
ウホネ、タヌキモ、ミズニラ類などの絶滅危
惧植物を確認した。択捉島でも海岸草原にチ
シマルリソウを確認した他、海岸の岩場には
シコタンハコベが比較的よく見られ、湖沼に
はエゾノミズタデが見られた。 
ロシアのレッドリストには南方種の分布

北限に相当する種が多く掲載されているた
め、日本では普通種であることが多い。掲載
種のうち、ハリギリ、ホオノキ、カシワ、ウ
ドなどの温帯植物を確認した。特にウドは国
後島・択捉島の各地で頻繁に見られたので、
絶滅の危険はないと判断された。この他にサ
ハリン州のレッドデータリストの掲載種で
ある、ツルアジサイ、シラタマノキ、シウリ
ザクラ、チシマウスユキソウ、タラノキ、ハ
イイヌツゲを確認した。 
 
(2)希少種・絶滅危惧種（哺乳類） 
国後島・択捉島で見られヒグマの稀少個体

「白いヒグマ」の文献調査を行った。この地
域の「白いヒグマ」Ininkari bear は、その
上半身の毛皮が白色であるという点で特徴
づけられる。少なくとも 1800 年代後半から

国後島、択捉島で知られてきた。この地域に
極限されている理由として、捕食者がいなか
ったこと、狩猟圧が低かったことが推定され
た。 
また国後島でのコウモリ相調査により９

種を記録し、特にノレンコウモリとキタクビ
ワコウモリの 2 種は国後島新産種であった。
これらはすべて北海道東部に生息するコウ
モリ 13 種に含まれるものだったので、国後
島のコウモリ相は北海道のコウモリ相に含
まれるものであった。また、特に稀少な白化
型モモジロコウモリを確認した。 
 
 (3)希少種・絶滅危惧種（魚類） 
色丹島の 7 地点、国後島中南部の 5 地点、

択捉島北中部の 9地点で調査をおこない、約
30 種の魚類を確認した。1992 年に北海道東
部で採集され新種とされたカンムリフサカ
ジカと判断される個体を色丹島、択捉島で初
めて確認した。 
また聞き取り調査で、極東におけるベニザ

ケ遡上の南限となっている択捉島のウルモ
ベツ湖では近年、遡上が著しく減少している
とのことである。 
 
(4)希少種・絶滅危惧種（貝類） 
色丹島の計 8地点の潮間帯で貝類調査を行

い、9 目 20 科 34 種を確認した。色丹島に生
息する貝類は寒冷水域に生息する種を中心
に構成されているが、今回確認された種はす
べて北海道周辺海域からも採集記録がある
もので、特に絶滅危惧の種を抽出することは
できなかった。 
 
(5)希少種・絶滅危惧種（キノコ類） 
ハラタケ目を中心に、国後島の 8地点、択

捉島の 9 地点で調査をおこない、合計約 40
種類を確認した。北方四島を含む日本からの
新産として、国後島においてクナシリトマヤ
タケ（新和名）、択捉島からカワイトマヤタ
ケ（新和名）、択捉島からコウタクトマヤタ
ケを確認し、その種類相調査において大きな
成果をあげた。 
 
 (6)希少種・絶滅危惧種（海藻類） 
 国後島中南部の 5 地点、択捉島北中部の 9
地点で調査し、約 45種の海藻類を確認した。
藻場の主要構成種は国後島の調査地点と択
捉島の調査地点とで顕著に異なっており、前
者は知床半島と同様にオニコンブが中心で
あるのに対し、後者はエダネスジコンブとチ
シマネコアシコンブを中心とする、北海道本
島以南とは全く異なる海藻植生であった。 
 
 (7) 外来種（維管束植物） 
国後島の爺爺岳山麓において、日本で特定

外来種に指定されているオオハンゴンソウ



の群落を確認した。これは戦後のロシア人入
植によってもたらされたと思われる。また国
後島・択捉島の主にオホーツク海側を中心と
した海浜にオニハマダイコンが侵入し、特に
国後島のケラムイ岬や東沸湖北西海岸では
群落を形成していることを確認した。本種は
これまで千島列島の植物相リストに記載が
ないことから、最近になってこられの島々に
侵入したと思われる。在来植物に対する影響
は不明であるが、少なくとも海浜植生景観が
大きく変容しつつあり、今後のモニタリング
調査の必要性を報告した。 
また択捉島の紗那市内には、都市基盤整備

工事に伴って侵入したと思われる、多数の千
島列島新産外来植物種が確認された。また紗
那近郊ではオオアワダチソウ類の群落も広
がりつつある。さらにフランスギクが択捉島
の低地亜高山広葉草原にかなり頻繁に侵入
していることも明らかとなった。 
 
(8)外来種（その他） 
沿岸地域での魚類や海藻類、陸上のキノコ

類においては危惧される外来種は確認でき
なかった。  
動物に対しては主に聞き取り調査を行っ

たが、北海道で問題になっているセイヨウオ
オマルハナバチは北方四島には現時点では
侵入していない。またブラウントラウト、ブ
ルーギル、ウシガエル、ウチダザリガニ、ア
ライグマ、ニホンイタチ、テン等も確認され
ていない。ただし、ヨーロッパミンクは 1980
年代に国後島に導入されたとの事で、野生化
している可能性がある。さらにニジマスにつ
いて色丹島マスバ周辺の河川で観察情報が
ある。 
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